
文学部 

 

文学部の教育の理念・目標 

文学部は、人間の文化的・社会的営為に関する人類の叡智を継承し、ことばと文学、

歴史と文化遺産にかかわる専門領域を深く教育・研究するとともに、その成果を広く社

会に還元します。さらに現代社会・地域社会が提起する諸課題にこたえるために、知の

拠点として、つねに新たな教育・研究領域を開拓することを目指し、次のような人材の

育成を目標とします。 

１．人文学のたゆまぬ研究と教育を通じて、幅広い教養を備えるとともに、豊かな人間

性と高度な専門性を身に付けた人材を育成します。 

２．教養と専門知識を融合させ、総合的な視野や多様な価値観を養うことにより、地域

文化・地域課題をにない、また国際化社会にも貢献しうる人材を育成します。 

 

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 

文学部では、次の能力や学識を身に付けたと認められる学生に対し、学士の学位を授

与します。 

１．人間の多様な文化や価値観に対する理解や豊かな教養や社会人としての汎用的技能

を備えている。 

２．国際的視点からの京都文化の特殊性や普遍性に対する理解力を備えている。 

３．専門分野における知識や研究方法を活用して課題を解決する能力を備えている。 

４．人類の叡智の継承者としての自覚を持ち、市民としての社会的責任や倫理観、実践

的能力を備えている。 

５．日本語や外国語を用いて自己の見解を論理的に分かりやすく示す能力を備えている。 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

文学部では、次の方針に基づきカリキュラムを編成します。 

１．教養教育科目（教養基礎科目〔導入科目、健康教育科目、外国語科目〕、キャリア

育成科目、教養総合科目）の幅広い履修により、学士課程（４年間）を通じた多様な

教養や社会人としての汎用的技能を身につける。 

２．「国際京都学プログラム」の履修を必修化して、国際的な視野から京都に関するさ

まざまな文化的現象について考察する。 

３．専門教育科目の「概論」「研究」などの講義科目の履修により、１年生から段階的・

体系的に専門的知識を修得し、さらに少人数による双方向型の「演習」科目の履修に

より、自らの課題意識に基づく主体的な学問研究・問題解決への方法を学ぶ。 

４．研究倫理や、市民としての自覚に基づく実践能力を涵養する。 



５．教養や専門教育科目で修得した語学力や表現力、知識、研究方法・態度等に基づき、

最終年度には学士課程の集大成として卒業論文を作成する。 

６．履修科目の単位認定にあたっては、科目の性質に応じて筆記試験、レポート試験、

平常点評価などを適切に組み合わせて評価し、その方法等は開講に際して明示する。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

文学部では、次のような能力を修得している学生を求め、入学者選抜の方針を定めま

す。 

【入学前に修得しているべき能力（知識・思考力、技能、意欲・関心・態度等）は何か】 

１．高等学校等で修得する十分な基礎学力。 

２．日本語および外国語を通した異文化理解。 

３．知識や経験を総合し、課題の解決へと導く思考力。  

４．日本および世界の文化・歴史に対する正確な知識。 

５．自己の見解を的確に示す表現力や論述力。 

６．学校内外での主体的な取り組みや他者との協働活動。 

７．志望分野に対する問題意識。  

 

【入学者選抜の方針】 

文学部は、こうした学生像や「文学部の教育の理念・目標」に適する能力を考査・選

抜するために、大学入試センター試験と個別学力検査を組み合わせた一般選抜、推薦入

試、編入学試験を実施します。 

 

○ 一般選抜（前期日程） 

上記１～４についての基本的な能力は大学入試センター試験（国語、外国語、地理歴

史・公民）により、また１～４の応用的な能力および５については記述式問題を重視し

た 3教科（国語、外国語、歴史）の個別学力検査によりバランスのとれた学力を考査し、

大学入試センター試験と個別学力検査を組み合わせて入学者を選抜する。 

○ 一般選抜（後期日程） 

 上記１～４についての基本的な能力は大学入試センター試験（国語、外国語、地理歴

史・公民）により、また１～４の応用的な能力および５については記述式問題を重視し

た個別学力検査において志望学科が特に重視する１教科（日本・中国文学科は国語、欧

米言語文化学科は外国語、歴史学科は歴史）により秀でた学力を考査し、大学入試セン

ター試験と個別学力検査を組み合わせて入学者を選抜する。 

○ 推薦入試 

上記１～４についての基本的な能力は推薦条件・調査書により確認し、また１～４の

応用的な能力および５については記述式問題により優れた学力を評価し、６・７につい



ては調査書・推薦書により確認し、総合的に入学者を選抜する。 

○ 編入学試験 

上記１～４についての基本的な能力は調査書または成績証明書により、また１～４の

専門的な能力および５については筆記試験、６・７については志望理由書、および面接

（欧米言語文化学科を除く）により考査し、総合的に入学者を選抜する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



文学部日本・中国文学科                    

 日本・中国文学科は、日本と中国の言語・文学について探究することを目的として、

日本語学・日本文学・中国文学について、相互の関連を踏まえながら専門的な教育・研

究を行い、各分野について深い知識を持ち、かつ三分野を関連づけて思考することので

きる人材を養成します。 

 この目的を実現するために、日本・中国文学科では以下のように３つの方針を定めて

います。 

 

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 

 日本・中国文学科では、次の能力や学識を身につけたと認められる学生に対し、学士

（文学）の学位を授与します。 

１．日本と中国にわたる豊かな文学的素養や市民としての教養・汎用的技能を備えてい

る。 

２．日本と中国との文化的影響関係を視野に入れた、京都の伝統文化への理解力を備

えている。 

３．当面する諸課題に対して、専門的知識を用いて自ら問い、考え、解決する力を身に

つけている。 

４．研究倫理に則った正しい姿勢で研究活動を行う能力と、市民としての実践能力を有

する。 

５．他者とのコミュニケーションを通じて諸課題に対応する能力を鍛え、各自の思考・

判断のプロセスや結果を的確な文章によって表現できる能力を有する。 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

 日本・中国文学科では、日本語学・日本文学・和漢比較文学・中国文学・京都文学の

５つの分野を設け、次の方針に基づきカリキュラムを編成します。 

１．４年間の学士課程を通じて、教養基礎科目、教養総合科目、キャリア育成科目の履

修により多様な教養や汎用的技能を身につける。 

２．日本語学・日本文学・和漢比較文学・中国文学・京都文学の五つの専門領域につい

て、専門領域にとらわれず学際的に学ぶことにより幅広い知識を身につけ、国際京都

学プログラムとあわせて、日本の伝統文化の中心として発展してきた京都の文学・文

化についての理解を深める。 

３．１・2年次においては、外国語科目により国際的なコミュニケーション能力を身に

つけ、教養総合科目により幅広い教養を獲得するとともに、各種「概論」及び「日本

語史」・「日本文学史」・「中国文学史研究」により基礎的な知識を身につけ、あわせて

各種「基礎演習」により基本的な研究のスキルを学ぶ。これを基礎において、３・４



年次においては、高学年次用教養総合科目により、より一層幅広い教養を獲得しつつ、

各種「研究」により専門的な最新の知識を学び、各種「演習」において本格的な研究

のスキルを身につけてその知識を応用するとともに、他学生との協働やコミュニケー

ション能力を向上させる。４年間を通じて、1つの専門領域に偏ることなく幅広く学

ぶことにより、各人が独自に設定した学問的課題に対し、自ら考え、解決していく能

力を培う。 

４．授業での知識や協働、コミュニケーションを通じて研究倫理についての正しい理解

や市民としての実践能力を養う。 

５．的確な文章で表現する力を養成し、その最終的な成果である卒業論文の作成におい

ては中間発表会を行い、最終評価は、学科教員全員が出席する口頭試問を経た上で、

教員全員の合議によって行う。 

 

別紙 カリキュラムツリー参照 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

日本・中国文学科では、日本や中国の言語や文学に対して強い関心を持ち、同時に人

間や社会に対して幅広く目を向け、自ら問題を発見し、解決しようとする意力を備え、

また文献の読解に取り組む粘り強さと、多角的な視点からものごとを見る柔軟さを持っ

た学生を求めます。そのために必要な能力は以下の通りです。 

 

【入学前に修得しているべき能力（知識・思考力、技能、意欲・関心・態度等）は何か】 

１．高等学校での基礎的諸教科、とりわけ国語、外国語、地理歴史、公民についての十

分な学力。 

２． 異文化理解に資する外国語・日本語の運用能力。 

３． 日本や中国の文化を言語や文字などを通して考察できる能力。 

４． 世界、特に日本・中国の文化・歴史に対する正確な知識。 

５． 自らの問題意識を論理的・客観的に文章化して表現する能力。 

６． 主体性を持って他者と協働する能力。 

７． 日本語学・日本文学・中国文学に対する問題意識。 

 

【入学者選抜の方針】 

 日本・中国文学科は、こうした能力を持つ学生を考査・選抜するために、大学入試セ

ンター試験と個別学力検査を組み合わせた一般選抜、推薦入試、編入学試験を実施しま

す。 

○ 一般選抜（前期日程） 

上記１～４についての基本的な能力は大学入試センター試験（国語、外国語、地理歴



史・公民）により、また１～４の応用的な能力および⑤については記述式問題を重視し

た 3教科（国語・外国語・歴史）の個別学力検査によるバランスのとれた学力を考査し、

全体に国語の配点を高め、大学入試センター試験と個別学力検査を組み合わせて入学者

を選抜する。  

○ 一般選抜（後期日程）  

上記１～４についての基本的な能力は大学入試センター試験（国語、地理歴史・公民、

外国語）により、また１～４の応用的な能力および５については記述式問題を重視した

個別学力検査において国語により秀でた学力を考査し、全体に国語の配点を高め、大学

入試センター試験と個別学力検査を組み合わせて入学者を選抜する。  

○ 推薦入試  

上記１～４についての基本的な能力は推薦条件・調査書により確認し、また１～４の

応用的な能力および５については記述式問題により優れた学力を評価し、６・７につい

ては調査書・推薦書により確認し、総合的に入学者を選抜する。  

○ 編入学試験  

上記１～４についての基本的な能力は調査書または成績証明書により、また１～４の

専門的な能力および５については筆記試験、６・７については志望理由書及び面接によ

り確認し、総合的に入学者を選抜する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



文学部欧米言語文化学科                                           

  

欧米言語文化学科は、多文化共生の時代に必要な異文化理解を深めることを目的とし

て、欧米言語文化・英語学・比較言語文化・日英翻訳文化の教育研究を行い、高度な外

国語運用能力・柔軟な思考力・問題発見能力・自己表現力を備えた、広い国際的視野を

持った人材を養成します。 

 この目的を実現するために、欧米言語文化学科では以下のように３つの方針を定めて

います。 

 

ディプロマ・ポリシー(卒業認定・学位授与の方針) 

欧米言語文化学科では、次の能力や学識を身につけたと認められる学生に対し、学士

（文学）の学位を授与します。 

１．多くの事象にわたる幅広い人文学的教養とともに、それらを超えた学問全般にわた

る広い教養を身につけている。 

２．京都の文化と伝統や異文化を理解する能力をそなえている。 

３．国際活動の基盤として、二つ以上の外国語の運用能力を有し、交流する能力を身に

つけている。 

４．欧米の英語圏・ドイツ語圏の言語・歴史・文化・社会について、それらの特徴や仕

組みについて幅広い知識を系統立てて身につけている。 

５．データや資料を収集・分析・読解する能力、学問的議論をおこなうコミュニケーシ

ョン能力、独創的な着眼点を持った探求能力、市民としての倫理観・責任感を持った

実践的能力を身につけている。 

６．以上の能力をもとに言語文化の営みを理解し、文章で表現する能力を身につけてい

る。 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

欧米言語文化学科では、欧米言語文化・英語学・比較言語文化・日英翻訳文化の 4つ

の分野を設け、次の方針でカリキュラムを編成します。 

１．4年間の学士課程を通して、教養教育科目等（教養基礎科目・キャリア育成科目・

教養総合科目）を履修することにより、欧米言語文化にとどまらない多様な学問領域

にわたる教養と汎用的技能を身につける。 

２．国際京都学プログラムによって、京都の文化・歴史について幅広い教養を身につけ

る。 

３．教養基礎科目の外国語科目および専門教育科目の選択科目における外国語関連の科

目、「世界遺産都市研修」によって異文化理解能力を身につけ、外国語を用いて自己



の見解を論理的にわかりやすく表現する力を身につける。 

４．4分野にわたる 1～3年次の「概論」「文化と社会」「文化史」等の選択必修科目(講

義)の履修により、欧米言語文化の幅広い基本的知識を修得する。さらに 3、4年次の

｢研究｣等の選択科目の履修により、より高度な知識ならびに研究の方法を身につける。 

５．3年次より少人数・双方向性の演習科目を履修することにより、外国語のデータや

資料を収集・分析・読解する能力を養い、報告・討論を通して研究力や市民としての

倫理観を養い、学問的な議論をおこなうコミュニケーション力を身につける。選択必

修科目(フィールド演習科目)の履修により、独創的な着眼点を養う。 

６．最終年次には専攻科目演習の課題として卒業論文を求める。独創的な着眼点にもと

づく課題を設定し、市民としての社会的責任や倫理観をわきまえ、教養と専門的学識

を総合する文章表現力を養う。卒業論文作成にあたっては、教員による個人指導をお

こない、中間発表等のプレゼンテーションを行う。卒業論文は、複数教員による口頭

試問をへて評価がなされる。 

 

 別紙 カリキュラムツリー参照 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

 欧米言語文化学科では、広い視野と関心を持って、独自の視点から問題を探求し、客

観的かつ多面的考察・分析をおこない、その成果を論理的な言葉で表現できる人材を育

成します。入学試験にあたっては、こうした欧米言語文化の研究方法に対する能力・適

性を考査し、入学者を選抜します。したがって本学科では、以下のとおりアドミッショ

ン・ポリシーを定めています。 

 

【入学前に修得しているべき能力（知識・思考力、技能、意欲・関心・態度等）は何か】 

１．教養の基礎となる高等学校等で履修する基本的な知識と理解力。 

２．日本語と外国語の優れた言語能力。 

３．言葉の力や人類が培ってきた様々な思想を理解するための共感能力、柔軟な思考力

と問題把握能力。 

４．過去から現代に至る欧米と日本の文化・社会に強い関心を持ち、言葉の仕組み、機

能を理解し、思考する能力。 

５． 自ら見出した問題を論理的に考え、自分の言葉で表現する能力。 

６． 学校内外での主体的な取り組みや他者との協働活動への意欲。 

７． 欧米言語文化に対する問題意識。 

 

【入学者選抜の方針】 

欧米言語文化学科は、こうした能力を持つ学生を考査・選抜するために、大学入試セ



ンター試験と個別学力検査を組み合わせた一般選抜、推薦入試、編入学試験を実施しま

す。 

○ 一般選抜（前期日程） 

上記１から４の基本的な知識及び理解を考査する大学入試センター試験（国語、外

国語、地理歴史・公民）と１から４の応用力と５について外国語ならびに国語の文章

読解力や文章作成力、論理的な思考力、歴史に関する適切な理解を通じて適宜考査す

る個別学力検査（国語・外国語・歴史）を組み合わせて入学者を選抜する。 

○ 一般選抜（後期日程） 

上記１から４の基本的な知識及び理解を考査する大学入試センター試験（国語、外

国語、地理歴史・公民）と１から４の応用力と５について欧米言語文化学科の求める

高度な外国語理解力や外国語文章作成力、論理的な思考力を通じて適宜考査する個別

学力検査（外国語）を組み合わせ、後者の配点をその他の科目よりも高くして入学者

を選抜する。 

○ 推薦入試 

上記１から４の基本的能力は推薦条件・調査書により確認し、１から４の応用力と

５については文章読解力や文章作成力、論理的な思考力を適宜考査し、６学校内外で

の主体的な取り組みや他者との協働活動、７欧米言語文化に対する問題意識を調査

書・推薦書により確認し、総合的に入学者を選抜する。 

○ 編入学試験 

上記１から４についての基本的な能力は調査書または成績証明書により、また１か

ら４の応用力ならびに５については筆記試験により、６学校内外での主体的な取り組

みや他者との協働活動、７欧米言語文化に対する問題意識については志望理由書によ

り確認し、総合的に入学者を選抜する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



文学部歴史学科                                        

 

 歴史学科は、人間の文化的・社会的営為について歴史と文化遺産に関わる専門的領

域を考究することを目的として、日本を中心としてひろく世界についてその社会と

文化、思想の歴史的展開に関する教育研究を行い、人類の過去と現在、未来に対す

る洞察力、分析力をもつ人材、さらに歴史的遺産を理解しその継承に資する人材を養

成します。 

この目的を実現するために、歴史学科では以下のように３つの方針を定めていま

す。 

 

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 

 歴史学科では、次の能力や学識を身に付けたと認められる学生に対し、学士（歴史学）

の学位を授与します。 

１．人間の多様な文化や価値観に対する理解と豊かな教養、汎用的技能を備えている。 

２．国際的な視野から京都をはじめとする地域社会の歴史・文化に対する正しい知識と

深い理解を備えている。 

３．歴史学に関する深く幅広い知見を有するとともに、古文書などの史資料や英語・中

国語などの外国文献を的確に運用する能力、多様な情報を処理する能力、さまざまな

文化遺産を調査・保存・活用する能力を備えている。 

４．社会的・職業的自立を図り、仕事と生活との調和のとれた働き方・生き方を創造す

るために必要な能力を備えている。 

５．実証的・論理的に論を組み立て、自己の見解を的確に表現する能力を備えている。 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

 歴史学科では、日本史・日本文化史、東洋史・東洋文化史、西洋史・西洋文化史、文

化遺産学の４コースを設け、次の方針に基づきカリキュラムを編成します。 

１．教養教育科目の幅広い履修により、学士課程（４年間）を通じて多様な教養と汎用

的技能を身につける。 

２．「国際京都学プログラム」の履修を通して、国際的な視野から京都に関するさまざ

まな文化的現象について考察する。 

３．コース共通の必修科目として「基礎演習」(2 年次)を履修し、広域的・地域横断的

に歴史学という共通の学問方法を修得する。さらに各コースでは、（1）「史料演習」

（1～3 年次）や「実習」（2～4 年次）の履修により、史資料読解のスキル、文化遺

産の調査・保存・活用に必要な能力を養う。（2）「概論」（1～2 年次）の履修によ

り、当該分野の学問体系の基礎を修得する。（3）「研究」（3～4 年次）の履修によ

り、当該分野の最先端の研究成果を学び、先行研究を批判的に検討する能力を養う。

（4）「演習」（3～4 年次）の履修により、研究課題を自ら発見し、それを学問的に



追究し、論理的に表現する能力を養う。なお少人数による双方向型の授業である「史

料演習」「実習」「演習」の履修により、主体的に課題を発見し解決する能力を養う。 

４．キャリア育成科目の履修を必修とし、自分の働き方・生き方に関する将来像を具体

的に構築する能力を養う。 

５．教養科目及び専門科目を通じて学んできたことがらを集大成し、主体的に問題解決

に取り組んだ成果として、卒業論文を作成する。卒業論文は中間発表会における合評

を経て提出し、日本史、世界史（東洋史・西洋史）、文化遺産学の分野ごとに卒論試

問を行い、学科教員全員の合議によって最終評価を行う。 

 

 別紙 カリキュラムツリー参照 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

   歴史学科では歴史学に対する深く幅広い知見を備え、資史料を運用する能力、文化

遺産を調査・保存・活用する能力を備えた人材を育成します。入学試験にあたっては、

こうした歴史学の研究方法に対する能力・適性を考査し、入学者を選抜します。本学

科では、そのために以下のとおりアドミッション・ポリシーを定めています。 

 

【入学前に修得しているべき能力（知識・思考力、技能、意欲・関心・態度等）は何か】 

１．高等学校で修得する諸教科、とりわけ国語、外国語、地理歴史についての十分な基

礎学力。 

２．自国の文化及び異文化に対する十分な理解。 

３．歴史研究の基礎となる資料や文献の読解に必要な思考力・解釈力・想像力。 

４．日本および世界の歴史に対する正確な知識。 

５．自己の見解を的確に示す表現力や論述力。 

６．学校内外での主体的な取り組みや、他者と協働する協調性。 

７．歴史学に対する深い関心、文化遺産の調査・保存・活用に対する強い意欲。 

 

【入学者選抜の方針】 

 歴史学科では、こうした能力を考査するために、大学入試センター試験と個別学力検

査を組み合わせた一般選抜、推薦入試、編入学試験を実施します。 

○ 一般選抜（前期日程） 

上記１～４についての基本的な能力は、大学入試センター試験（国語、外国語、地理

歴史・公民）によって評価する。また１～４の応用的な能力、及び５については、記述

式問題を重視した３教科の個別学力試験（国語、外国語、歴史）により、評価する。 

○ 一般選抜（後期日程） 

 上記１～４についての基本的な能力は、大学入試センター試験（国語、外国語、地理



歴史・公民）により、評価する。また１～４の応用的な能力、及び５については、記述

式問題を重視した個別学力試験（歴史）によって評価する。特に歴史１教科の個別学力

試験を課すことにより、④に秀でた学生を選抜する。 

○ 推薦入試 

上記１～４についての基本的な能力は、推薦条件・調査書によって確認し、また１～

４の応用的な能力、及び５については、小論文などによって評価し、６・７については、

調査書・推薦書によって確認し、総合的に入学者を選抜する。 

○ 編入学試験 

 上記１～４についての基本的な能力は、調査書または成績証明書によって評価する。

また１～４の専門的な能力,及び５については筆記試験、６・７については志望理由書

及び面接により確認し、総合的に入学者を選抜する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


